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星槎道都大学 

〖卒業認定・学位授与の方針（ディプロマ・ポリシー）〗 

 

【星槎道都大学】 

 

本学は、「教育の理念」や「教育の目的」に基づき定める各学部・学科の教育課程を履修し、 

基準となる卒業要件を満たした学生に「学士」の学位を授与します。 

これによって、学位を授与した学生が、以下の能力、知識および態度等が身についているこ 

とを保証します。 

 

（DP1）共生社会の実現に取組む力 [主体性を持って多様な人々と協働して学ぶ態度] 

（DP2）幅広い教養と専門分野との統合力 [知識・技能、思考力・判断力・表現力等] 

(DP3) 専門分野の知識・技能の活用力 [知識・技能、思考力・判断力・表現力等] 

（DP4）情報分析力と問題解決力 [思考力、判断力、表現力等] 

（DP5）コミュニケーション能力と協働する態度 [主体性を持って多様な人々と協働して学ぶ

態度] 

 

【経営学部経営学科】 

 

経営学部経営学科は、本学の「教育の理念」に基づいて定められた以下の 5つの能力を身に

つけ、所定の期間在学し、本学科が定める所定の単位を修めた学生に対して卒業を認定し、「学

士(経営学)」の学位を授与します。 

 

（DP1）共生社会の実現に取組む力 [主体性を持って多様な人々と協働して学ぶ態度] 

共生社会の実現に資する人材として、自分をより高める自己形成の意志と主体性を持っ

て多様な人々と協働して学ぶことができる態度を身に付けている。 

（DP2）幅広い教養と専門分野との統合力 [知識・技能、思考力・判断力・表現力等] 

 健康・スポーツ、外国語、情報・数理、キャリアデザインなど幅広い知識・技能を身に付 

け、経営（マネジメント）を中心とする専門分野の知識・技能と統合することができる。 

(DP3) 専門分野の知識・技能の活用力 [知識・技能、思考力・判断力・表現力等] 

体系的に修得した経営（マネジメント）に関する知識や技能を、関連業界、地域および社

会が直面する状況・課題に対して柔軟に活用し、新たな道を創造することができる。 

（DP4）情報分析力と問題解決力 [思考力、判断力、表現力等] 

経営（マネジメント）を中心とする情報を、必要に応じて ICTを有効に活用し、収集・分

析・統合して適切に評価する力を身に付け、関連業界、地域社会が直面する問題の発見やそ

の問題の解決につながる提案ができる。 

（DP5）コミュニケーション能力と協働する態度 [主体性を持って多様な人々と協働して学ぶ

態度] 

レポートや論文などの文章読解・作成能力およびプレゼンテーション技術を身に付け、相

手の立場を理解した上で自らの考えを論理的かつ明確に伝えて、他者と主体的に協働する

ことができる。また、インターンシップやボランティア活動などを通じて、主体的に多様な

人々と協働することができる態度を身に付けている。 
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【社会福祉学部社会福祉学科】 

 

社会福祉学部社会福祉学科は、本学の「教育の理念」に基づいて定められた以下の 5つの能

力を身につけ、所定の期間在学し、本学科が定める所定の単位を修めた学生に対して卒業を認

定し、「学士(社会福祉学)」の学位を授与します。 

 

（DP1）共生社会の実現に取組む力 [主体性を持って多様な人々と協働して学ぶ態度] 

共生社会の実現に資する人材として、自分をより高める自己形成の意志と主体性を持っ

て多様な人々と協働して学ぶことができる態度を身に付けている。 

（DP2）幅広い教養と専門分野との統合力 [知識・技能、思考力・判断力・表現力等] 

健康・スポーツ、外国語、情報・数理、キャリアデザインなど幅広い知識・技能を身に付 

け、社会福祉を中心とする専門分野の知識・技能と統合することができる。 

(DP3) 専門分野の知識・技能の活用力 [知識・技能、思考力・判断力・表現力等] 

体系的に修得した社会福祉に関する知識や技能を、関連業界、地域および社会が直面する

状況・課題に対して柔軟に活用し、新たな道を創造することができる。 

（DP4）情報分析力と問題解決力 [思考力、判断力、表現力等] 

社会福祉を中心とする情報を、必要に応じて ICTを有効に活用し、収集・分析・統合して

適切に評価する力を身に付け、関連業界、地域および社会が直面する問題の発見やその問題

の解決につながる提案ができる。 

（DP5）コミュニケーション能力と協働する態度 [主体性を持って多様な人々と協働して学ぶ

態度] 

  レポートや論文などの文章読解・作成能力およびプレゼンテーション技術を身に付け、相

手の立場を理解した上で自らの考えを論理的かつ明確に伝えて、他者と主体的に協働するこ

とができる。また、インターンシップやボランティア活動などを通じて、主体的に多様な人々

と協働することができる態度を身に付けている。 

 

【美術学部デザイン学科】 

 

美術学部デザイン学科は、本学の「教育の理念」に基づいて定められた以下の 5つの能力を

身につけ、所定の期間在学し、本学科が定める所定の単位を修めた学生に対して卒業を認定し、

「学士(デザイン学)」の学位を授与します。 

 

（DP1）共生社会の実現に取組む力 [主体性を持って多様な人々と協働して学ぶ態度] 

共生社会の実現に資する人材として、自分をより高める自己形成の意志と主体性を持っ

て多様な人々と協働して学ぶことができる態度を身に付けている。 

（DP2）幅広い教養と専門分野との統合力 [知識・技能、思考力・判断力・表現力等] 

   健康・スポーツ、外国語、情報・数理、キャリアデザインなど幅広い知識・技能を身に付

け、デザインを中心とする専門分野の知識・技能と統合することができる。 

(DP3) 専門分野の知識・技能の活用力 [知識・技能、思考力・判断力・表現力等] 

体系的に修得したデザインに関する知識や技能を、関連業界、地域および社会が直面する

状況・課題に対して柔軟に活用し、新たな道を創造するとともに、デザイナーやアーティス

トとして、関連業界、地域および社会に対してデザイン・美術作品などの成果を公表するこ

とができる。 

（DP4）情報分析力と問題解決力 [思考力、判断力、表現力等] 
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デザインを中心とする情報を、必要に応じて ICTを有効に活用し、収集・分析・統合して

適切に評価する力を身に付け、関連業界、地域および社会が直面する問題の発見やその問題

の解決につながる提案や成果の公表ができる。 

（DP5）コミュニケーション能力と協働する態度 [主体性を持って多様な人々と協働して学ぶ

態度] 

  レポートや論文などの文章読解・作成能力およびプレゼンテーション技術を身に付け、相

手の立場を理解した上で自らの考えを論理的かつ明確に伝えて、他者と主体的に協働するこ

とができる。また、インターンシップ、デザインや美術の制作・研究活動などを通じて、主

体的に多様な人々と協働することができる態度を身に付けている。 

 

【美術学部建築学科】 

 

美術学部建築学科は、本学の「教育の理念」に基づいて定められた以下の 5つの能力を身に

つけ、所定の期間在学し、本学科が定める所定の単位を修めた学生に対して卒業を認定し、「学

士(建築学)」の学位を授与します。 

 

（DP1）共生社会の実現に取組む力 [主体性を持って多様な人々と協働して学ぶ態度] 

共生社会の実現に資する人材として、自分をより高める自己形成の意志と主体性を持っ

て多様な人々と協働して学ぶことができる態度を身に付けている。 

（DP2）幅広い教養と専門分野との統合力 [知識・技能、思考力・判断力・表現力等] 

   健康・スポーツ、外国語、情報・数理、キャリアデザインなど幅広い知識・技能を身に付

け、建築を中心とする専門分野の知識・技能と統合することができる。 

(DP3) 専門分野の知識・技能の活用力 [知識・技能、思考力・判断力・表現力等] 

体系的に修得した建築に関する知識や技能を、関連業界、地域および社会が直面する状

況・課題に対して柔軟に活用し、新たな道を創造することができる。 

（DP4）情報分析力と問題解決力 [思考力、判断力、表現力等] 

建築を中心とする情報を、必要に応じて ICTを有効に活用し、収集・分析・統合して適切

に評価する力を身に付け、関連業界、地域および社会が直面する問題の発見やその問題の解

決につながる提案や創作活動ができる。 

（DP5）コミュニケーション能力と協働する態度 [主体性を持って多様な人々と協働して学ぶ

態度] 

   レポートや論文などの文章読解・作成能力およびプレゼンテーション技術を身に付け、相

手の立場を理解した上で自らの考えを論理的かつ明確に伝えて、他者と主体的に協働する

ことができる。また、インターンシップや建築の設計・制作・研究活動などを通じて、主体

的に多様な人々と協働することができる態度を身に付けている。 

 

【卒業認定・学位授与の方針（ディプロマ・ポリシー）】 

平成２２年４月１日 制定 

平成２５年５月２７日 一部改訂 

平成３０年４月１日 改訂 

令和２年４月１日 改訂 

令和３年４月 1日 一部改訂 

令和４年４月１日 改訂 

令和５年４月１日 改訂 

令和６年４月１日 改訂 
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